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エテホン剤散布が `ラ ・フランス 'の果実品質に及ぼす影響
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1 は じ め に

`ラ・フランス'は本県セイヨウナシの主力品種であり、

栽培面積の約 85%を占めている●Ollll年 )。 しかし、近年は

牛産量の増加による予冷施設の不足や収穫労力の集中が、

生産現場での大きな悩みとなつている。その問題点の解決

を図るため、エテホン剤による熟期促進について検討した

ので、ここに報告する。

2試 験 方 法

(1)供試樹  `ラ・フランス'16年生、ヤマナシ台、

棚仕立て

(2)試験の内容
2001年 9月 15日 (満開後 1“ 日)または9月 25日 (満

開後 150日 )に、エテホン剤 (商品名エスレル 10)5咆
100pmを 1樹当たり7～81散布し、採則嵐 追熟 0°C10

日間予冷後室温)過程、可食時の果実品質を調査した。

(3)試験区の設定

続 処理時期 取 日

2°Cで 10日間予冷後 気温 8～20° C、 相対湿度 42～8眺

の室温条件 C創車内)で追熟し、その過程の果実品質を 3

～4日ごとに果実 3～5個を供試して調査した (1果象 果

肉硬度、果皮色、屈折計示度k pH)。 また、追熟完了後の日

持ち性について、3-4日 ごとに果実 3～5個を供試して調

査した (1果重、果肉硬度、果皮急 屈折計示度、pH、 食

味評価、内部褐変の有無)。

3 試験結果及び考察

(1)採取時のヨード・ヨードカリ反応指数の描移

満開後 140日に散布した区は、5C駆臥 10の脚 とも無処

理区に比較してヨード・ヨードカリ反応指数の低下が早く、

その程度は 100pm区の方が大きかつた。満開後 150日 に散

布した区では、満開後 1411日に散布した区よりも指数の低

下が急激であつた (図 1)。

(2)採取時の果肉硬度の推移

果肉硬度の低下は個体差がやや大きかつたが、満開後

150日に100pmで散布した区は明らかにイ也の区よりも低下

が早かつた (図 2)。

(3)追熟中の果肉硬度の推修

追熟過程の果肉硬度の変化では、満開後 150日に 10い凰

で散布した区が、他の区よりも明らかに急激に低下した(図

3)。 また、この区の果実は日持ち性が無処理区と比べて 3

日程度短かつた (データ省略)。

(4) i讐摯0資¢り貪鮨

満開後 140日に 100ppで散布した区は、満開後 158日に

採取した果実の食味が最も良好であつた。満開後 140日

50pp区、満開後 150日 5の四区および 10い瓢区では、満

開後 163日に採取した果実の食味が良好であつた。無処理

区は満開後 168日に採取した果実の食味が良好であつたこ

とから、これが21X11年の収穫適期と考えられた。なお、2001

年は全般に追熟に要する期間が平年よリー週間程度多く必

要とした は 1)。

4ま と め

満開後 1411日 または 150日にエテホン剤を散布すること

により、ヨード・ヨードカリ反応指数が低下しやすくなり、
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(4)試験規模 1区 1樹 反復なし

(5)調査方法

処理直前および処理後 3～4日ごとに樹上から各区の果

実 3～5個を採取し、果実品質 (1牙審襄果肉は 果皮急

ヨード・ヨードカリ反耐認撫 屈折計示度、pH)を調査し

た。収穫適期は、各処理区ではヨード・ヨードカリ反応指

数 1.5～ 2.5、 果肉硬度 10～ 11lbを 目安に行い、対照とし

て同時に無処理区の果実も採取した。
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収穫時期を早めることが可能であると思われた。処理濃度

は、満開後 1411日で 50pp■ または 100p_満開後 150日で
5の理 が適すると考えられた。収穫時期の促進効果は、満

開後140日に10の四で散布し栃 10日眩 敵 1“

日に5の即または150日に50pmで散布した場合5日程度

であつた。

なお、21X11年度の試験結果より収穫時期が10日早まつ

ても、可食時期は4日程度しか早くならないので、今後は

エテホン剤を散布し、無予冷の区を設けて検討する必要が

ある。
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図2採取時の果肉硬度の推移

表1 追熟後の果実品質 ⑫°C10日間予漱 室温追熟)
採取日  満開後  追熟  追熟日  1果重  目減率 果肉  糖度  PH 果皮色 食

趣        日数  日数             硬度            味
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満開後 140日  930 112    2911     47    21     147    40    43    △
100ppm区 158 119     3162    47    21     153    40    35    ◎

108 26    1113    2625    59    20    155    41    35    0
満開後 150日  108 163 119    3076    48    22     154    40    38    ◎

27    1116    3775    54    26    161    41    33    0

満開後 150日  108 15     112    2903    36    20    146    41    38    ◎

21    1113    2815    41    25    152    41    35    ◎

165

163

100ppm区   lo lo  165  17  11 6  324 7  32  23  15 3 41 33 0
幽 区       930     155     23     112     2702    61     19     145    41    38    ×

103     158     27     119    2779    72    19    143    42    35    △
108     163     22     119    2628    53    22     15.3    41    40    0

1010     165     20     119    2851     42    22     145    41    35    0

1013
1015     170     22    1116    3450    38    22    147   40    33    0

+1:追熟日数は予冷期間を含まない。
±2:食味 (◎ ,良、〇 ;やや良、△ ;やや不良、×;不良)
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